資料２－２
公立大学法人大阪第２期中期目標（案）（変更箇所比較表）
	[bookmark: _Hlk164891764]第1回評価委員会後の修正案
	修正前
	備考

	第２　教育研究等の質の向上に関する目標
６　大阪公立大学工業高等専門学校に関する目標～創造力を備え社会に貢献する実践的技術者の育成～
（１）大学との連携強化による取組等
中百舌鳥キャンパスへの移転を機に、高専と大阪公立大学による相乗効果の発揮が期待できることから、両者の連携を強化することなどにより、教育、産学連携、施設の効率的利用及び学生サポート強化などの取組を推進する。
また、高専の技術科学教育力を活かし、小・中学生など若者の人材育成や社会人対象のリカレント教育に貢献するため、公開講座や出前授業を推進する。

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
２　人事・組織
多様で優れた教職員の確保・育成を計画的に行い、それぞれが活躍できる環境を整備することで、ダイバーシティの向上や多様で柔軟な働き方を推進し、組織の活性化につなげる。
また、教職員がそれぞれの能力を最大限発揮できるよう、評価制度の改善やキャリア制度の構築、体系的な各種研修を機動的に行い、教職員の意欲と能力を引き出す人事マネジメントを行う。
さらに、統合効果を最大限発揮し、法人運営や教育研究のサポートを円滑に実施するため、業務の統一化及び効率化により、事務組織及び人員体制の最適化を進める。
第６　その他業務運営に関する重要目標　
[bookmark: _Hlk172215073]１　コンプライアンス及びリスクマネジメント
内部統制を有効に機能させ、法令等に基づく適切な業務管理や研究公正など、コンプライアンスを推進するための取組を強化する。
また、大規模災害やサイバーセキュリティ、各種の事故・事件など想定される様々な危機事象に応じた危機管理体制を強化する。
	第２　教育研究等の質の向上に関する目標
６　大阪公立大学工業高等専門学校に関する目標～創造力を備え社会に貢献する実践的技術者の育成～
（１）大学との連携強化による取組等
中百舌鳥キャンパスへの移転を機に、高専と大阪公立大学の連携を強化することなどにより、教育、産学連携、施設の効率的利用及び学生サポート強化などの取組を推進する。
また、高専の技術科学教育力を活かし、小・中学生など若者の人材育成や社会人対象のリカレント教育に貢献するため、公開講座や出前授業を推進する。


第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
２　人事・組織
多様で優れた教職員の確保・育成を計画的に行い、それぞれが活躍できる環境を整備することで、ダイバーシティの向上に努め、組織の活性化につなげる。
また、教職員がそれぞれの能力を最大限発揮できるよう、評価制度の改善やキャリア制度の構築、体系的な各種研修を機動的に行い、教職員の意欲と能力を引き出す人事マネジメントを行う。
さらに、統合効果を最大限発揮し、法人運営や教育研究のサポートを円滑に実施するため、業務の統一化及び効率化により、事務組織及び人員体制の最適化を進める。
第６　その他業務運営に関する重要目標　
１　リスクマネジメント
内部統制を有効に機能させるとともに、大規模災害やサイバーセキュリティなど想定される危機事象に応じた危機管理体制を強化する。
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